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する人間を観察することでその示唆するところや人間の認知的／社会的機構を
理解していこうとするような分野です。「ソフトウェア工学」は、ソフトウェア
システムをどう作っていくべきか、を対象とする研究分野で、自動車工学や航
空工学などと同様に、ソフトウェアを構築、保守するための基礎となる原理や、
モデル、手順や方法論を研究する分野です。三番目の「知識創造支援」と呼ぶテ
ーマは、人間が思考したり創造したりする作業を助けるようなソフトウェア技
術を対象とする研究分野です。 
 
これら三つの分野にまたがる研究をおこないながら、人間にとってより「正
しい」ソフトウェアシステムのデザインをおこなうための、モデルや環境作り
を探究し続けています。 
 
5. 「正しさ」に対する問い 
 
最後に、そして最も重要な問いとして、「正しさ」とは何か、というところが
残っています。これは、人工物がどうあるべきか、というデザイン学における問
いかけと、全く同じ追究対象のように思います。 
 
社会システムを含むような人工物をデザインするにあたっては、いまここに
在る我々にとって分かり得る範囲での、限定された合理性に基づく〈正しさ〉に
加えて、地域や世代といった、広い意味での文化を超えた〈正しさ〉、さらには、
20年後、30年後に認められるであろう〈正しさ〉について思い至ることが求め
られると考えます。 
 
テクノロジーの進化と、価値観の変容の展望を踏まえながら、それに至る道
筋の各地点でのtraditionとtranscendenceのバランスといったことを想像し、シ
ミュレーションを行いつつ、創造力をもった論理的な世界の造形となるかと思
います。私はこれを、「デザインビジョン」と呼びたいと考えています。 
 
「デザイン学」への問い 
+ 30年後に〈正しい〉システムの想像と創造 
